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傷
病
者
の
命
を
救
い
、社
会
復
帰
に
導

く
た
め
に
必
要
と
な
る
一
連
の
行
為
を

「
救
命
の
連
鎖
」と
い
い
ま
す
。

　
「
救
命
の
連
鎖
」は
、「
心
停
止
の
予
防
」

「
心
停
止
の
早
期
認
識
と
通
報
」「
一
次
救

命
処
置（
心
肺
蘇
生
法
と
Ａ
Ｅ
Ｄ
）」「
二
次

救
命
処
置（
救
急
隊
お
よ
び
病
院
内
で
の

処
置
）」を
そ
れ
ぞ
れ
四
つ
の
鎖
の
輪
に
例

え
、こ
れ
ら
が
迅
速
に
途
切
れ
る
こ
と
な

く
連
携
さ
れ
て
、は
じ
め
て
救
命
が
可
能

に
な
る
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

目
の
前
で
人
が
倒
れ
た
ら
、あ
な
た
な

ら
ど
う
し
ま
す
か
？

　

例
え
ば
、心
筋
梗
塞
や
窒
息
で
突
然
に

心
臓
や
呼
吸
が
止
ま
っ
て
し
ま
っ
た
人
に
、

何
も
手
を
差
し
の
べ
な
け
れ
ば
、そ
の
人

は
確
実
に「
死
」へ
と
向
か
っ
て
い
き
ま
す
。

特
に
脳
は
酸
欠
状
態
に
弱
く
、心
停
止
後

数
分
で
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
ま
す
。で
も
、即

座
に
心
肺
蘇
生
法
を
行
え
ば
蘇
生
の
チ
ャ

ン
ス
は
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
一
分
一
秒
を
争
う
よ
う
な

状
況
で
は
、現
場
に
居
合
わ
せ
た
市
民
の

応
急
処
置
が
不
可
欠
で
す
。

　

救
急
車
到
着
ま
で
全
国
平
均
で
約
八
分
。

救
急
隊
、医
師
へ
と
救
命
の
バ
ト
ン
を
つ

な
げ
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、近
年
で
は「
救
命
の
連
鎖
」に
お

い
て「
心
停
止
の
予
防
」に
も
関
心
が
注
が

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。今
一
度

生
活
習
慣
を
見
直
し
、ま
た
日
常
に
お
け

る
危
険
因
子
を
認
識
す
る
こ
と
で
、病
気

や
事
故
を
未
然
に
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。
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１人１件����

0人0件����

0人0件����

270人295件����

７人８件����

22人24件����

������������

682人759件����

16人23件����

25人38件����

2,206人2,461件����

275人274件����

0人52件� � �

���������������

　平成23年中の救急出場件数は平成22年より90件増加し、3,935件となり、搬送人
員も８人増加し3,504人となりました。１日平均の出場件数は10.8件、2.2時間に１
件出場し、市民の24.5人あたりに１件出場したことになります。
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消
防
本
部
で
は
、次
の
講
習
会
等
を
随
時
受
け
付

け
て
い
ま
す
。グ
ル
ー
プ
や
団
体
で
受
講
を
希
望
さ

れ
る
か
た
は
、事
前
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
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心
肺
蘇
生
法
・
Ａ
Ｅ
Ｄ
取
り
扱
い
・
応
急
手

　
　
　
　

当（
止
血
・
窒
息
処
置
な
ど
）三
時
間
受
講

　
　
　
　

※
受
講
後
、救
命
ラ
イ
セ
ン
ス
を
発
行

�
�
�
　

五
人
か
ら
二
十
人
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心
肺
蘇
生
法
・
Ａ
Ｅ
Ｄ
取
り
扱
い
・
応
急
手

　
　
　
　

当（
二
時
間
前
後
）

　
　
　
　

※
救
命
ラ
イ
セ
ン
ス
の
発
行
な
し

　
　
　
　

※
参
加
者
の
希
望
に
応
じ
て
内
容
の
変
更

　
　
　
　
　

可
能（
小
児
の
応
急
手
当
・
講
演
の
み
等
）
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���　９月９日（日）
　　　　午後１時30分～３時30分
���　消防庁舎・多目的ホール
���

　パネルシアターによる「応急手当普及啓
発」（市消防団バーディーズ）／心肺蘇生法・
ＡＥＤ（自動体外式除細動器）の実技指導／
救急車の展示・救急資器材展示／医師・看護
師による救急医療相談、血圧測定／救急クイ
ズ大会／《子ども向け催し》消防・救急車両の
車内見学、写真撮影、バルーンアートなど
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　現在、市では「子ども・若者育成支援推進法」に基づく計画を策定中です。
ワークショップにおいて、皆さんの声をお聞かせください。
���　10月11日（木）午後２時～　���　市役所分庁舎２階大会議室
���　�������	
��
���①若者の
居場所について②若者の自立について③若者との
関わりについて　���　内容に関心のある市内
在住・在勤のかた先着30人　�����　９月21日
（金）までに氏名・電話番号・希望のテーマの番号を、
電話かファクスで下記へ
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���　９月30日（日）午前10時～11時　���　男女共同参画セ
ンター　���　自然物を使って虫をつくろう！　■��　３歳
～小学校低学年までの親子先着15組　�����　２歳以上３歳
未満の幼児１人300円・先着８人＜９月14日までに要予約＞　��
���　講座名・住所・氏名・電話・ファクス・子どもの同伴または、
一時保育希望者は、子どもの名前・年齢月齢を記入し、電話・ファク
ス・はがき・Ｅメール、または下記窓口へ
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●平日の昼間は水道部へ
お尋ねください。

●土曜日・日曜日・祝日
は市役所（�31-2121）へ
お尋ねください。

●夜間の修理は右の業者
が待機しています。
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　都市景観審議会委員の任期の満了に伴い、次期の審議会の市民委員を次の
とおり募集します。都市景観について関心のあるかたの応募をお待ちしてい
ます。
�����　１人　���　11月１日～平成26年10月31日（２年間）　��
���　市内在住の満年齢20歳以上（11月１日現在）のかた（現在、３以上の
附属機関等の委員に任命されているかたは除く）　���　11,200円（所得
税込）／１回　�����　所定の応募用紙に必要事項（都
市景観に関する作文あり）を記入し、９月10日～24日までの
平日・執務時間内に郵送または持参で下記へ<郵送の場合24
日必着>※応募用紙は都市計画課で配布します。また、市ホー
ムページにも掲載しています。　������都市景観審議
委員（市民枠）選考委員会で決定　
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　兵庫県による阪神間都市計画臨港地区の変更に係る都市計画案の作成
に伴い、素案の説明会および公聴会を開催します。
���　９月26日（水）午後２時～※説明会開催後、引き続き公聴会を開催
���　兵庫県尼崎総合庁舎　別館２階大会議室　
�����　９月３日～26日　
�����　兵庫県港湾課・市都市計画課
��������	�　９月３日～18日<必着>までに下記へ
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　いじめ・いやがらせ、名誉毀損、信用問題その他人権に関するこ
とでお困りのかたは、人権相談をご利用ください。
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���　９月11日（火）・25日（火）午後１時～４時<１人１時間>
���　市役所北館２階会議室２
����　人権擁護委員　
■����　相談日当日の午前中までに、下記へ
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　火葬場「芦屋市聖苑」は管理運営をする法人または団体を募集します。
�����　火葬場の管理運営業務に知識と経験を有し、施   
　　　　　　設を安全かつ円滑に管理運営できる法人・団体
�� � �　「芦屋市聖苑」
�� � �　三条町39-32　
�����　3,468.06㎡　
������487.88㎡　
�����　火葬業務・使用許可および使用料の収納・施設等
　　　　　　の維持管理・報告等　
�����　平成25年４月１日～30年３月31日（５年間）　
�����　９月３日～25日までの平日・執務時間内に、環境課で配布。また、市ホームペー
　　　　　　ジでも入手できます。　
�����　提出書類を９月５日～10月５日までの平日・執務時間内に、環境課へ持参して
　　　　　　ください。※郵送での受け付けはできません。　
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　今回は、おもてなしに最適なフランス
菓子に挑戦！
�����　９月24日（月）
                    午前10時～午後２時
�����　潮芦屋交流センター
�����　30人<要予約>
�����　2,000円
　　　　　　（会員1,500円・材料費含む）
�����　下記へ
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　外国のかたとマンツーマンで日本語のレッ
スンをしながら、楽しく交流しませんか？
���　月曜日　午前10時30分～正午
　　　　火曜日　午後６時～９時（内90分間）
　　　　木曜日　午後１時30分～３時
　　　　土曜日　午前10時30分～正午
���　潮芦屋交流センター
���　①420時間の日本語教師養成講座修了者
　　　　②大学で専攻もしくは副専攻
　　　　③日本語ボランティア養成講座受講
　　　　　経験者（要相談）

　人権擁護委員として４期12年にわたり長年ご
活躍いただきました半田孝代氏（高浜町）に、退
任にあたり、法務大臣から感謝状の贈呈があり
ました。
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　市では、民間活力による住民サービスの向上と経費の削減を図るため、養護老人ホームの
指定管理者を募集します。
�����　①兵庫県内において、社会福祉法第２条に定める養護老人ホーム等を運営す
　　　　　　　る社会福祉法人
　　　　　　②平成21年４月以降、社会福祉法人の指導監査において、文書指摘を受けてい
　　　　　　　ないこと
　　　　　　③当該施設を運営する安定した財政基盤を備え、運営およびサービスを向上し
　　　　　　　たいという意欲を持っていること　
�� � �　「和風園」（定員30人）　
�� � �　朝日ケ丘町39-20　
�����　1,651.6㎡　
�����　1,320.0㎡　
�����　和風園の運営に関する業務・施設・設備等の  
　　　　　　維持管理等　
�����　平成25年４月１日～30年３月31日（５年間）
�����　９月３日～24日までの平日・執務時間内に、
　　　　　　高年福祉課で配布。また、市ホームページでも入手できます。　
�����　提出書類を９月25日～10月10日までの平日・執務時間内に高年福祉課へ持参し
　　　　　　てください。※郵送での受け付けはできません。

�������	
��

� � � � � � � 	 
 � � 
 �

�������	
���
�������

�������	
��
����

　10月１日を調査期日として平成24年就業構造基本調査を実施しています。この調査
は、国民の就業・不就業の状態を明らかにし、全国および地域別の就業構造に関する基礎

資料を得ることを目的としています。調査の対象は、総務大臣が指定し
た調査区に居住する15歳以上のかたです。
　調査の対象となった世帯には、９月下旬から統計調査員が伺います
ので、ご協力をお願いします。
　調査票の記入内容は、統計法によって厳重に保護され、統計上の目的
以外に利用することはありません。
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